
たまやん 3号スタート 

たまやん 2号，見事トライアル通過

たまやん 2号本走行出場 

つくばチャレンジ 2009 参加レポート 

１．はじめに 

11 月 18 日から 21 日の 4日間，つくばチャレンジ 2009（主催：財団 

法人ニューテクノロジー振興財団）へ参加しました．つくばチャレン

ジとは，人々が生活している空間の中で、ロボットが確実に自律的に

動き回って働くための技術を追求することを目的とした，実際の公道

を利用した公開実験です．参加したチームは様々なアイデアや技術で，

約 1km の距離を完走させることを目的にロボットを開発します．中国

能開大では応用課程 2 年次の開発課題のテーマとして，応用課程 3 科

で取り組みました． 

 

２．本番までの調整 

つくばチャレンジでは実際の遊歩道でロボットを動作させるため，

ロボットの安全が非常に重要です．また屋外でのチャレンジですので，

当日どのような天候であっても実施されます．本番前には 2 日間の調整時

間が与えられます．各チームはコースの状況やロボットの動作プログラム

の調整を行い本番に備えます．実際，私達は写真のように雨の中でも調整

作業をしました．  

 

３．トライアルそして本走行へ 

 まず参加チームはロボットが自律制御（人間の操作なしで，ロボットが

自動的に動作すること）で 140ｍの距離を完走できるか，トライアル走行

に臨みます．このトライアルを通過したチームだけが約 1km の距離を動作

させる，本走行にチャレンジできます．トライアル走行には私達をはじめ，

様々な大学，研究機関，企業の 65 チームが参加しました．私達は

2台のロボットでチャレンジしました．ロボットの名前は中国能開

大の所在地「玉島」にちなみ「たまやん 2号，3号」と名付けまし

た．たまやん 3号は 4輪操舵と呼ばれる独特な構造で，機構部の完

成度の高さは他のチームからも一目を置かれていました． 

トライアルの結果，たまやん 2 号が見事 140m の距離を完走しま

した．たまやん3号は残念ながら20mの距離でリタイアとなりました． 

 トライアルの翌日，たまやん 2 号は本走行にチャレンジしました． 

多くの観客やマスコミの注目を浴びる中，たまやん 2号は順調にスタ

ートしましたが，途中遊歩道上の街路樹にぶつかり，リタイアしてし

まいました．結果は 50m でした．コースを全て完走できたのは 5チー

ムであり，屋外でロボットを自由に動作させることの難しさを実感し

ました． 

 今後も中国能開大では「ものづくり」を武器に，社会に役に立つ技

術や技能を公開していきたいと思っています． 

雨の中でもロボットを調整 

本番までのロボットの最終調整

http://www.robomedia.org/challenge09/
http://www.ehdo.go.jp/okayama/pco/course/index.html

